
1964年 度食物学会 北海道 ・東北旅行記

出 発

                             大 食    3  7月15日

 9:00  大阪駅集合

 華やかな新婚旅行スタイルの一群の横に ゴ ソ ゴ ソ と少 々年を喰った逃 難.民の群 も大

荷物をかかえて集合。(一 名遅刻)サ ソザ ン待ち くた び れ て やっとホームに 出る。 ここ

でもい い かげ ん待ちくたびれて,さ っそ く旅の恥はかきすてとばか り新聞紙を拡げ,ド

ツカと座 り込んだ。

 11:00 出  発

 ひとしきり騒 いで席 を定 め.荷 物を上げて,や っと落ち着 いた。列車が動き始めて間も

なく突然大粒の雨 。

 11:35京 都 駅

 工藤先生,申 原のオバアちやまsそ の他各研究 ii:/行様 の盛大なるお見送 りを受ける。

後に ・テ ルテル様の晩酌,っ まりお元気の素となっ たウイスキ。,栄 養剤アンプル(ア ピ),

お菓子などの差 し入れがあった。心 も軽 く,身 も軽 く,っ いでにお口も軽 く.は ずみには

ずんで汽車は行 く。東京での畢 りかえが気になって,さ さや掴 こ歌を歌った り,ソ ワソワ

と東京へ,東 京へ。

 18:50 東京から上野

 先生,交 通公社の岡 ボン(岡 本正昭氏の通称)さ んをハラハラさせながら,オ ノボ リさ

んよろ しく,山 手線で上野へ。上野駅ホームで再び座 り込む。今度は,0般 客 も大勢座 り

込んでい る。新聞紙一枚の上に,定 員過剰気味に4人 も座 り,コ ーラsジ ユ ースなどをグ

イグイあおる。(ア ルコールにあらず。淑女ですから。)

 20:50 上野から盛岡

 鈍行夜汽車に大騒動で乗り込む。さっそ く荷物をひっ くり返 し武装 をとき,新 聞経など

の小道具を用いて,車 内を寝室兼居間に改装。新聞とい う文明の利器の有難 さ,便 利 さを
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発見した。一向に眠気 はなく,先 生に,若 き 日の アマゾン行きの夢の話 しなどうかがった

り,途 中で乗り込んできたズーズ0弁 のおじさんの話 しに吹き出した り.ガ文お じさんが,

私達の団体を理解 しかねて,「 マネ ージヤi(先 生のこと),著 い娘 さんを こんなにた く

さん連れて旅行がで きて幸せですなあ。 さすがは,京 都の人には美人が多いね。」 とジロ

ジロと顔を見られ,皆 顔を上げることができずsそ のまま少 々トロ トロ と して仙台着 。

フ ト気 が っ く と,汽 車はいつの間にか シ ユ ツ シユツポツポに変っていた。

 汚れた顔をなん とかごまか して,い よいよ旅行気 分も盛 り上り本領発揮。 トランプs

しやべり,食 べ ること。そして,ワ ツペ ソを背中にはり合い したり,.ウ ロウロ,ワ イワイ

と車内はどこかの教室の ようなにぎやかさになった。

 質:45 盛岡か ら十和田

 盛岡で小さなディーゼルにの りかえ,岩 手の田舎を走った。啄木で有名な渋民村をすぎる

  s

る。 シブタ ミの山に向いて言うものな し

                     s
      シブタ ミの山はネムタか りけり。

目をしっかりととじi口 をポカ リンと開け,こ れか ら訪れる十和田湖な どを夢に見なが ら,

車のユレに合せて コクリコク リと十和田南にっいた。ここか らパスで休屋へ。そして,船

で十和田ホテルまで行った。タ方 の 湖 は 曇っていて寒かった。湖からホテルまで急な山

道を.道 端に咲いているあじさいの花をっみながらゆっくりと登る。宿の水は冷 たくて,

ハ ンカチ程度のものを洗っ て い て も耐えられな くなる。'その夜は,さ すがの私達 も夜行

の疲れで,ど こからか聞える水音を聞きながらす ぐ寝て しまった。


